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ヨツバシオガマ ヒメマルハナバチw1．80.了 33.民15
ウフウは一群の花（小花100～150個ほど）あたりの滞
在時間であるが，オオマルハナバチが平均3秒程度，
ヒラタアブ類が30秒程度である。
室堂平では，ハクサンボウフウとミヤマアキノキリ
ンソウが多く観察でき，ハクサンボウフウー群の花あ
たりでは，コハナバチ類やクロスズメバチ類は4秒前
後，ヒラタアブ類6秒前後であり，ミヤマアキノキリ
ンソウでは，マルハナバチ類は1花あたり滞在時間は
平均3秒程度，ドロバチ類やナミハナアブは5秒程度，
中型ハエ類15秒程度，オドリバエ類やカメムシ類は40
秒前後である。
別の日の室堂平では，タカネナナカマドでは，マル
ハナバチ類は4秒程度，コハナバチ類，ヒメハナバチ
類は10秒前後，ヒラタアブ類は20秒程度，中型ハエ類
は30秒程度である。
数字にばらつきは有るものの，前回の調査と同様，
マルハナバチ類，その他のハナバチ類・ナミハナアブ，
カリバチ類，ヒラタアブ類，その他の順に花上での滞
在時間が増加し，前回より双迩類の滞在時間が長い傾
向があるが相対的にさほど大きな差は無く，前回（根
来，2002）の結果をほぼ追認するものと思われる。
（2）忠実度
花上滞在時間を調べた中で，10花以上連続して観察
できた個体の訪花忠実度を調べた。全体的に見ても，
観察数の多いものを比べても，膜遡目はより大きく，
双迩目はより小さいことが解るが，まだ観察数が少な
いグループが多く，詳しい分析は出来なかった。
表4訪花忠実度
ン，コイワカガミ，タテヤマアザミ，ヨツバシオガマ，
トリカブト類，キバナシヤクナゲ，ベニバナイチゴ。
2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
クロウスゴ
3．ハナアブ類が主体と推定される種
ウサギギク，夕カネコウゾリナ，ミヤマアキノキリ
ンソウ，ミヤマキンバイ。
4．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
ミネズオウ。
5．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
ウラジロタデ，シナノキンバイ，タカネヤハズハハ
Ⅷ、主な花粉媒介昆虫別の植物リスト
（1）浄土山
今回の訪花昆虫観察から，浄土山での主な花粉媒介
昆虫と思われるもの別の植物リストを以下に掲げる。
1．マルハナバチ類が主体と推定される種
アオノツガザクラ，ミヤマリンドウ，クロトウヒレ
?
?????????? ??????
チョウ灘
チョウ聾
半迩類??????????? ???????
オドリバエ
クロバエ
ハエノ」
ハエ帥
クロヒラタアブ中↑????????ー?ー?｜??
イチモンジセセIノ
クジャクチョウ
カメムシ
クロスズメバチ
ドロバチ
コハナバチ小早
ヒメハナバチ大早
ハバチ
ヒメバチ
オオマルハナバチv
ヒメマルハナバチv
ヤドリマルハナバチ｡
平均標準偏差
観察数
(10花単位）
9．22．28
9．41．78
8．42．88
8．82410
1005
7．72．925
8．32．814
7．23．141
8．32．94
8－32－94
1005
1003
1002
9．71．216
10015
1002
1002
9．31．736
9.12109
1003
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ユハクサンイチゲ，ミヤマキンポウゲ。
6．その他，多くのグループ°による種
チングルマ，ハクサンボウフウ。
（2）東一の越
今回の訪花昆虫観察から，東一の越での主な花粉媒
介昆虫と思われるもの別の植物リストを以下に掲げる。
Lマルハナバチ類が主体と推定される種
アオノツガザクラ，タカネバラ，クロトウヒレン，
コイワカガミ，タテヤマアザミ，ヨツバシオガマ，ト
リカブト類，イワギキョウ，ベニバナイチゴ，エゾシ
オガマ，ミヤマホツツジ。
2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
ハクサンシャクナゲ，コケモモ，クロマメノキ。
3．ハナアブ類が主体と推定される種
ミヤマザンユオヤマソバ，ミヤマアキノキリンソ
ウ，タカネヨモギ。
4．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
タカネツメクサ，ミヤマコウゾリナ，タカネニガナ，
ヤマハハコ。
5．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
イワツメクサ，シナノキンバイ，ハクサンイチゲ，
ミヤマキンポウゲ。
6．その他，多くのグループ．による種
ウラジロタデ，ハクサンボウフウ，ハクサンフウロ，
ミヤマキンバイ，ウラジロタデ，タカネナナカマド，
ヤマブキショウマ。
（3）室堂平を含めた3箇所での主な花粉媒介昆虫別
の植物比較
Lマルハナバチ類が主体と推定される種
3箇所で共通する種：アオノツガザクラ，クロトウ
ヒレン，コイワカガミ，タテヤマアザミ，ヨツバシオ
ガマ，イヮギキョウ。
2箇所で共通する種：エゾシオガマ，ミヤマリンド
ウ，トリカブト類，ベニバナイチゴ。
室堂平のみ：オオヒョウタンボク，シラタマノキ。
東一の越のみ：タカネバラ，イワギキョウ，ミヤマ
ホツツジ。
浄土山のみ：キバナシャクナゲ。
これらの種の場合は，何処で訪花が多いかはその場
所の植生に関わるもので，いずれの種もマルハナバチ
類によって花粉媒介がなされるものと考えられる。
2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
99
2箇所で共通する種：クロウスゴ
東一の越のみ：ハクサンシャクナゲ，コケモモ，ク
ロマメノキ。
浄土山・室堂平では，これらの種の開花が確認でき
なかった，もしくは確認された訪花昆虫が少なかった
のでこのような結果となっているが，いずれの種もマ
ルハナバチ類とその他のハナバチ類によって花粉媒介
がなされるものと考えられる。
3．マルハナバチ類以外のハナバチ類が主体と推定
される種
室堂平のみ：タカネコウゾリナ
これは室堂平でのみ区別されたグループ分けで，タ
カネコウゾリナは浄土山ではハナアブ類によると推定
されている。浄土山ではマルハナバチ類以外のハナバ
チ類はたいへん少ないのでそのような結果となったも
のと思われる。同一種であっても，場所により花粉媒
介者が異なる一例である。
4．ハナアブ類が主体と推定される種
2箇所で共通する種：ウサギギク，ミヤマアキノキ
リンソウ（室堂平では多くのグループによると推定さ
れている）
室堂平のみ：イワイチョウ，コバイケイソウ
東一の越のみ：ミヤマゼンコ，オヤマソバ，タカネ
ヨモギ
浄土山のみ：タカネコウゾリナ（室堂平ではハナバ
チ類によると推定されている)，ミヤマキンバイ（室
堂平ではハナアブ類とその他のハエ類，東一の越では
多くのグループによると推定されている｡）
これらの種の場合（ミヤマアキノキリンソウ，タカ
ネコウゾリナ，ミヤマキンバイ以外）は，何処で訪花
が多いかはその場所の植生に関わるもので，いずれの
種もハナアブ類によって花粉媒介がなされるものと考
えられる。夕カネコウゾリナについては上記参照。ミ
ヤマキンバイは多くのグループによることが基本と思
われ，浄土山ではマルハナバチ類以外のハナバチ類が
たいへん少ないことにより，室堂平では，他の開花植
物との関係において（根来，2002）このような結果と
なったものと思われる。ミヤマアキノキリンソウにお
いても，多くのグループによることが基本と思われ，
浄土山ではマルハナバチ類以外のハナバチ類がたいへ
ん少ないことにより，東一の越でも相対的にマルハナ
バチ類以外のハナバチ類が少なかったことによりこの
ような結果となったものと思われる。
5．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
2箇所で共通する種：ヤマハハコ
根来
室堂平のみ：ヤマガラシ
東一の越のみ：タカネツメクサ，ミヤマコウゾリナ，
タカネニガナ
浄土山のみ：ミネズオウ
これらの種の場合は，何処で訪花が多いかはその場
所の植生に関わるもので，いずれの種もハナアブ類と
マルハナバチ類以外のハナバチ類によって花粉媒介が
なされるものと考えられる。
6．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
3箇所で共通する種：ハクサンイチゲ，ミヤマキン
ポウゲ
2箇所で共通する種：ウラジロタデ（東一の越では
多くのグループによると推定されている)，シナノキ
ンバイ
室堂平のみ：ミヤマキンバイ（浄土山ではハナアブ
類，東一の越では多くのグループによる）
東一の越のみ：イワツメクサ
浄土山のみ：タカネヤハズハハ．
これらの種の場合（ウラジロタデ，ミヤマキンバイ
以外）は，何処で訪花が多いかはその場所の植生に関
わるもので，いずれの種もハナアブ類とその他のハエ
類によって花粉媒介がなされるものと考えられる。ミ
ヤマキンバイについては上記。ウラジロタデにおいて
は，東一の越での開花量がより多いことでより多くの
グループを引き付けたものと思われる。
7．その他，多くのグループ°による種
3箇所で共通する種：ハクサンボウフウ
2箇所で共通する種：チングルマ
室堂平のみ：ウラジロナナカマド，ミネヤナギ，ミ
ヤマアキノキリンソウ（浄土山・東一の越ではハナア
ブ類による）
東一の越のみ：ハクサンフウロ，ウラジロタデ，タ
カネナナカマド、ヤマブキショウマ，ウラジロタデ
100
尚
(浄土山・室堂平ではハナアブとハエ)，ミヤマキンバ
イ（浄土山ではハナアブ，室堂平ではハナアブとハエ)。
これらの種の場合（ミヤマアキノキリンソウ，ウラ
ジロタデ，ミヤマキンバイ以外）は，何処で訪花が多
いかはその場所の植生に関わるもので，いずれの種も
多くのグループによって花粉媒介がなされるものと考
えられる。ミヤマアキノキリンソウ，ウラジロタデ，
ミヤマキンバイについては上記。
各グループ分け内で，三箇所もしくは二箇所で共通
の種は，高山帯に広く分布し，かつ花粉媒介者もおお
よそ一定している種と考えられ，一箇所でのにみ掲げ
られた種は，その場所の植生と直接関連するのであろ
う。場所により違った範晴に入る種は，場所により花
粉媒介者が異なること，同じ種でも花粉媒介者は常に
同一とはかぎらないことを示している。このことに関
しては，根来（2002）も参照いただきたい。
Ⅸ、立山高山域の植物開花期
参考に，室堂平，浄土沢，浄土山，東一の越，別山
を含む地域の植物の開花期を表5に示す。標高差500
mに及ぶ広範な地域であり，斜面の方角や地形などに
影響される消雪時期の違いなどにより，分布範囲の広
い植物の開花期間は大変長いものとなる。この表の作
成にあたっては，富山市科学文化センターの太田道人
氏のご協力を得た。
文献
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23-39.
立山高山帯における訪花昆虫調査への追加
表5立山高山域の植物開花期
立山（室堂平・；争土沢・浄土山・東一の越・別山を含む地域）での開花期間
10：
植物和名月
ノウゴウイチゴ
ミネヤナギ
ガンコウラン
ミヤマハタザオ
ショウジョウバカマ
ミヤマハンノキ
ミツバオウレン
クロウスゴ
ミネズオウ
ヤマガラシ
ハクサンイチウ
チングルマ
ミヤマキンバ判
コイワカガミ
旬
クロマメノ
イヮウメ
キバナシャクナク
ミッババイカオウレ：
ウラジロナナカマ｜
ベニバナイチゴ
オオヒョウタンボ』
クロユリ
シナノキンバイ
ヨツバシオガマ
アオノツガザクラ
イワイチョウ
ハクサンボウフウ
コガネイチゴ
タカネスミレ
ミヤマハンショウズ‘
コケモモ
ミヤマクヮガ，
ヒロハユキザ．
マイヅルソ
ミネカエテ
ミヤマタネツケバプ
タカネヤハズハハニ
ゴゼンタチバナ
コバイヶイソウ
ハクサンシャクナウ
ミヤマタンポポ
キバナノコマノツン
ミヤマアカバナ
タカネナナカマド
タカネバラ
イワツメクサ
タカネツメクサ
ハクサンフウロ
ミヤマキンポウ′
ミヤマダイコンソ
ウラジロタ
キヌガサソウ
シラタマノキ
チョウノスケソウ
ムカゴトラノオ
スゲ類
タカネヨモギ
バイヶイソウ
チシマギキョウ
ッガザクラ
ヤマブキショウーマ
エゾシオガマ
ミヤマイ
イワギキョウ
オヤマソノ〈
タカネコウゾリナ
タテヤマリンドウ
ミヤマアキノキリンソウ
ミヤマリンドウ
ウサギギク
アラシグ･サ
ヒメクワガタ
モミジカラマツ
クモマニガナ
イワオトギリ
トリカフ紗卜類
ミヤマホツツジ
ヤマハハニ
クノレマニユi一
タカネニガナ
ミヤマコウソ膜リ
ミヤマゼンコ ???????? ??????
6下7上7中7下8上8中8下9上9中
○
○
○
○
○○○
○
○○○○
○
○○○○
○
○○○○○○
○ ○
○○○○○○
○ ○
○○○
○○○
○○○○
○○○○
○
○○○○ ○
○ ○
○○○○ ○
○ ○
○○○○ ○ ○
?????????? ??
??????????????????
????????????????????????
?????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????
?
???
???????
??????????????
????????????????
